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 1995年の阪神淡路大震災や2004年の新潟県中
越地震は、家屋やライフラインばかりでなく、文
化財にも多大な被害をもたらし、その反省から、
博物館における危機管理やコレクションマネー
ジメントの重要性が提起されています。
　また同時に、ボランティアやNPOによる活動な
ど、市民の手によって文化財を保護する動きも
活発化しています。
　特に静岡県では、東海大地震の発生が想定さ
れているため、災害を前提として、人類共有の財
産である文化財の保護策を講じていく必要性が
ますます高まっています。
　そこで今回は、地域の身近な文化財をどのよ
うに守り、また地域文化の向上のためにどのよ
うに役立てていけばいいのか、静岡県内の事例
を通して、その意義と課題を考えてみたいと思
います。
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